
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業（
以
下「
新
し
い
総
合
事

業
」）が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

新
し
い
総
合
事
業
は
、
65
歳
以
上
の
全
て

の
人
を
対
象
と
し
た
、
市
が
行
う
介
護
予
防

事
業
で
す
。

　
　
　
　

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な

　
　
　

く
て
も
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
合

　
　
　

わ
せ
た
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

　
　
　

れ
ま
す
。

　

新
し
い
総
合
事
業
の
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
：
新
し
い
総
合
事
業
に
変
更
し
た
目
的
は
？

Ａ
：
団
塊
世
代
の
方
々
が
、
平
成
37
年
に
は

　
　

75
歳
以
上
と
な
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

　
　

高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
、

　
　

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま

　
　

す
。
そ
う
し
た
な
か
、
高
齢
者
が
住
み

　
　

慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ

　
　

う
、
地
域
全
体
で
支
え
る
と
と
も
に
、

　
　

高
齢
者
自
身
が
自
分
の
能
力
を
最
大
限

　
　

　
　

に
生
か
し
て
、
要
介
護
状
態
と
な
る
こ

　
　

と
を
予
防
す
る
目
的
で
変
更
さ
れ
ま
し

　
　

た
。

Ｑ
：
介
護
保
険
や
新
し
い
総
合
事
業
の
サ
ー

　
　

ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
？

Ａ
：
市
が
行
う「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」で
、

　
　

生
活
機
能
が
低
下
し
て
い
な
い
か
チ
ェ

　
　

ッ
ク
し
ま
す
。
こ
の
結
果
を
も
と
に
、

　
　

担
当
者
が
そ
の
人
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思

　
　

わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

　
　

＊「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」と
は
、
要
介
護
状

　
　
　
　
態
と
な
る
リ
ス
ク
を
予
測
す
る
た
め
、
国
が

　
　
　
　
定
め
た
25
項
目
の
質
問
票
の
こ
と
で
す
。

Ｑ
：
新
し
い
総
合
事
業
が
始
ま
る
と
、
今
ま

　
　

で
利
用
し
て
い
た｢

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

　
　

ビ
ス｣

や｢

デ
イ
サ
ー
ビ
ス｣

な
ど
、
専
門

　
　

職
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
の
？

Ａ
：
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
デ
イ
サ
ー

　
　

ビ
ス
と
も
に
、
ど
の
事
業
所
の
サ
ー
ビ

　
　

ス
を
利
用
す
る
か
は
本
人
の
意
向
、
心

　
　

身
の
状
態
や
生
活
状
況
を
確
認
し
た
上

　
　

で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
相
談
し
な
が

　
　

ら
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
利
用
し
て
い
た
事
業
所
が

　
　

新
し
い
総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　
　

す
る
場
合
に
は
、
利
用
を
継
続
す
る
こ

　
　

と
が
で
き
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

　
　

あ
た
っ
て
は
、
身
体
状
況
な
ど
に
あ
っ

　
　

た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

　
　

と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
：
誰
で
も
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は
？

Ａ
：
全
て
の
高
齢
者
が
参
加
で
き
る「
一
般

　
　

介
護
予
防
事
業（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ

　
　

ス
）」を
、
次
の
事
業
所
で
実
施
し
て
い

　
　

ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
週
５
日
、

　
　

各
事
業
所
が
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
こ
ら

　
　

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加

　
　

く
だ
さ
い
。

〈現行〉 〈見直し後〉

現行と
同様

介護保険制度

介護給付（要介護 1～5） 介護給付（要介護 1～5）

介護予防事業

包括的支援事業 包括的支援事業

介護予防給付
（要支援 1～2）

介護予防給付（要支援 1～2）訪問看護、
福祉用具など

〇二次予防事業
〇一次予防事業

〇地域包括支援センターの運営
　・介護予防ケアマネジメント、
　　総合相談支援業務、権利擁
　　護業務、ケアマネジメント支
　　援

任意事業
〇介護給付費適正化事業
〇家族介護支援事業
〇その他の事業

任意事業
〇介護給付費適正化事業
〇家族介護支援事業
〇その他の事業

訪問介護、
通所介護

地
域
支
援
事
業

地
域
支
援
事
業

または介護予防・日常生活
支援総合事業

　

（　　　　　）

事業に
移行

全市
町村で
実施

〇介護予防・生活支援サー
　ビス事業
　・訪問型サービス
　・通所型サービス
　・生活支援サービス
　　（配食など）
　・介護予防支援事業
　　（ケアマネジメント）
〇一般介護予防事業
　　（ミニデイサービス）

新しい介護予防・日常生活
支援総合事業
（要支援 1～2、それ以外の者）

〇地域包括支援センターの運営
　（左記に加え、地域ケア会議の
　充実）
〇在宅医療・介護連携の推進
〇認知症施策の推進
　（認知症初期集中支援チーム、
　　認知症地域支援推進員など）
〇生活支援サービスの体制整備
　（コーディネーターの配置、
　　協議体の設置など）

多
様
化

充
実

介護予防・日常生活支援
総合事業の場合は、上記
のほか、生活支援サービ
スを含む要支援者向け事
業、介護予防支援事業。

楽しみ処微笑  （網津町）（31）2882 白寿園（中福良町） （23）4488

JA北さつま（若松町）（53）3914 ケアネット（宮内町） （22）2002

あじさい苑（横馬場町）（25）2225 とうごう苑（東郷町） （42）2102

タートルスポーツ（御陵下町）（22）1130 元気でおいもそ（東郷町）（27）8363

長生園（大小路町） （21）1250 翠泉苑（樋脇町） （38）1515

グリーンライフ川内（宮内町）（20）3700 ハート＆スマイル（樋脇町）（38）1201

坂口病院（大王町） （23）4509 入来在宅介護支援センター（入来町）（44）5088

ファミリーメディカル
おたっしゃ村（大小路町）（20）7185 のぞみ園（祁答院町） （56）0332

ミニデイサービス実施事業所および連絡先

＊詳細は、各事業所に直接問い合わせください。

（Ｈ28年1月現在）

住
み
慣
れ
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地
域
で
　
自
分
ら
し
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ら
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介
護
予
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日
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支
援
総
合
事
業
が
４
月
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始
ま
り
ま
す
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■新しい総合事業のイメージ図 チェック

薩
摩
川
内
市
体
育
協
会
設
立

１０
周
年
記
念
講
演

た
く
ま
し
く
成
長

    

薩
摩
川
内
ぼ
っ
け
も
ん
の
挑
戦

利
便
性
と
景
観
維
持
の
た
め

　
　

湯
之
元
第
２
ト
ン
ネ
ル
貫
通

　湯之元第２トンネルの貫通式が 12 月 17
日（木）、関係者ら約 100 人が出席して執り
行われました。通り初めの儀や鏡割りの儀
など、貫通祝いと今後の工事の安全が祈願
されました。
　このトンネルは、一般県道東郷西方港線
の川内高城温泉街のバイパスとして整備が
進められています。古き良き温泉街の街並
みをそのままに、温泉場地区の発展や地域
の活性化とともに、災害時の避難道路とし
て大いに期待されています。

　文化芸術会が 12 月 15 日（火）、大
だいごう

軣小学
校で行われ、パントマイムパフォーマーのは
せがわ天

あっぱれ

晴氏が来校されました。子どもたち
にパントマイムのコツを伝授されたり、「人
を動かす伝え方」をテーマに、日常生活にお
けるヒントなどを交えて講話されました。
　また、目の前で華麗な技を披露され、映
像ではない生のパフォーマンスに、子ども
たちからは大きな拍手が沸き起こりました。

　薩摩川内市体育協会設立 10周年記念事業が
1月 16日（土）、本市において開催されました。
　記念講演では、㈱日刊スポーツ新聞西日本
取締役で、本市観光大使でもある塩

しおたこういち

田浩一
氏が講演され、230 人が聴講しました。｢トッ
プアスリートとその家族｣をテーマに、有名
選手たちの来歴などについて講話。将来トッ
プアスリートを目指す子どもたちへの熱い
思いなどを話されました。

　東京電力グループの関電工社員の徳
とくもりしょう

守翔
氏（本市出身）が、技能五輪全国大会の情報
ネットワーク施工部門で金賞を受賞されま
した。これは、青年技能者の技術力を競う
大会です。同部門では、光ファイバーなど
の通信回線を整備する技術が競われました。
　これを受け、１月６日（水）、同氏とその
家族が岩切秀雄市長を表敬訪問されました。

技
能
五
輪
で

　
　
　
　

金
賞
を
受
賞

　少年自然の家主催による冬のアドベンチ
ャー｢薩摩川内ぼっけもんの挑戦｣が実施さ
れました。小学校 5年生から高校生までの
50 人が、12 月 25 日（金）～ 27 日（日）の２
泊３日にわたって、本市やさつま町でマウ
ンテンバイクの旅、藺牟田池外輪山の飯盛
山登山、野外炊飯、真冬のテント泊などを
体験しました。天候に恵まれ、全行程 100
㎞を走破し、あきらめない心や｢やればでき
る｣という自信、思いやりの心を学びました。

　
　

文
化
芸
術
会
で

　
　
　
　
　
　

初
め
て
の
パ
ン
ト
マ
イ
ム

川内

ま
ち
話
題

の

まちの話題

平成 28年 1月 10 日撮影

市
内
各
地
か
ら

無
病
息
災
を
祈
願

　
　
城
上
地
区
鬼
火
た
き

　
　
　
　
　
　（
城
上
町
）

祁答院

「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供をいただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ、投稿ください。
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